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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月26日(2021.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトである対象にてＴ細胞の疲弊を防ぐ及び／または元に戻す方法であって、前記方法
が治療上有効な量のチロシンキナーゼ阻害剤を前記対象に投与することを含み、前記チロ
シンキナーゼ阻害剤がＴＣＲのシグナル伝達及び／またはＣＡＲのシグナル伝達を阻害す
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る方法。
【請求項２】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤がＬｃｋ阻害剤である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤がダサチニブまたはポナチニブである請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記投与することにより、
　前記対象にてＴ細胞によるＩＬ－２の分泌を高めること
　前記対象にてＴ細胞のアポトーシスを減少させること
　ＰＤ－１、ＴＩＭ－３及びＬＡＧ－３から成る群から選択される少なくとも１つのＴ細
胞の疲弊マーカーの発現を低下させること、及び
　ＣＤ６２ＬまたはＣＣＲ７の発現を高めること
のうちの１つ以上が生じる請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が複数サイクルで投与され、且つ／または
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が予防的に投与され、且つ／または
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が間欠的に投与され、且つ／または
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が少なくとも部分的なＴ細胞機能を回復させるのに十分な
期間投与され、その後中止され、且つ／または
　前記チロシンキナーゼ阻害剤が経口で投与される請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記対象が慢性感染症またはがんを有する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　遺伝子操作したＴ細胞の集団を含む組成物であって、前記遺伝子操作したＴ細胞の集団
がチロシンキナーゼ阻害剤の存在下で増殖され、前記チロシンキナーゼ阻害剤がＴＣＲの
シグナル伝達及び／またはＣＡＲのシグナル伝達を阻害する組成物。
【請求項８】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤がＬｃｋ阻害剤である請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤がダサチニブまたはポナチニブである請求項７に記載の組
成物。
【請求項１０】
　前記遺伝子操作したＴ細胞の集団が、ＣＡＲ　Ｔ細胞の集団、遺伝子操作したＴＣＲを
発現するＴ細胞の集団、腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）療法のために構成された遺伝子操作
したＴ細胞の集団、形質導入Ｔ細胞療法のために構成された遺伝子操作したＴ細胞の集団
、及び／またはＴＣＲもしくはＣＡＲで再操作されたウイルス特異的なＴ細胞の集団から
選択される請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　免疫系に関連する状態または疾患を治療する方法であって、チロシンキナーゼ阻害剤の
存在下で増殖させた遺伝子操作したＴ細胞の集団をヒトである対象に投与することを含み
、前記チロシンキナーゼ阻害剤はＴＣＲのシグナル伝達及び／またはＣＡＲのシグナル伝
達を阻害し、前記遺伝子操作したＴ細胞の集団は、ＣＡＲ　Ｔ細胞の集団、遺伝子操作し
たＴＣＲを発現するＴ細胞の集団、腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）療法のために構成された
遺伝子操作したＴ細胞の集団、形質導入Ｔ細胞療法のために構成された遺伝子操作したＴ
細胞の集団、及び／またはＴＣＲもしくはＣＡＲで再操作されたウイルス特異的なＴ細胞
の集団から選択され、前記免疫系に関連する状態または疾患ががんまたは自己免疫の疾患
もしくは状態から選択される方法。
【請求項１２】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤がＬｃｋ阻害剤である請求項１１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記チロシンキナーゼ阻害剤がダサチニブまたはポナチニブである請求項１２に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記対象が養子Ｔ細胞療法を受けている請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記対象に、化学療法剤及び放射線療法から選択される１以上の抗がん剤を投与するこ
とをさらに含む請求項１１に記載の方法。
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